
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒河江中部小学校 

学 校 だ よ り 

令和４年１２月２０日 

校長 那須 隆秀 

元気いっぱい・夢いっぱい・いのち輝く中部っ子 

１１月１８日（金）、寒河江市教育委員会から委嘱されている公開授業研究会があり、1 年生の

生活科、3 年生の道徳、4 年生の国語、5 年生の国語と算数、さくら・やまぼうし学級の授業を公

開して、勉強会を行いました。陵南学区の先生方を中心に、本校職員も入れて１００名以上教職員

が、本校の授業の様子を見て、よりよい授業づくりのための意見を交わしました。 
話し合いの中では、寒河江中部小の児童のよいところを、たくさんほめていただきました。 

寒河江中部小の授業のスタイルの１つ 
・自分から（主体的な学び） 
・みんなで（対話的、協働的な学び） 
・振り返って（深い学び、学びの実感） 
などについて、ご意見をいただきました。 

授業後の話し合いでは、多くの先生方から 

反応がいい、グループ学習が上手、教え合うのが上手、 やさしい子どもたち 

授業に集中する力がある、最後まで説明する力がある、あいさつがとても上手

仲よくしようとする気持ちがある、自分から学習している、さすが中部小  

などの嬉しい言葉をたくさんいただきました。



コミュニティスクールで話し合われた「ボールの投げ方教室」「走り方教室」が実現しました。

投げ方は、寒河江市野球連盟の兼子さん、走り方は、山形ミートランドの草苅さん、神保さんに

指導いただきました。（PTA から木村さん、青山さん、小野さんのご協力も）※11/24、29、12/8 

これ以外にも、メダカの先生、生き物ラボ、プールの見守り、英語、落語、茶道など、たくさ

んの「人的支援」をしていただきました。冒頭の授業が充実していることと、この人的支援は、

つながっていると考えています。人的支援により、先生たちがじっくりと授業の準備ができたこ

と、そして子どもたちが「本物」に触れる機会が増えたことが、大きな成果です。 

12 月 10 日(土) 
寒河江中部小学校金管バンドが、ついに夢の舞台

である、さいたまスーパーアリーナでの全国大会に

辿りつきました。 
写真は、4 階席からの景色です。ものすごい大き

さのアリーナで大迫力の会場でした。 
さすが全国大会、どの学校の演奏も見事で、完璧

な演奏と一糸乱れぬフォーメーション。加えて、テ

ーマ性、メッセージ性、ストーリー性、どれをとっ

ても素晴らしい発表でした。強豪がそろう中にあっ

ても寒河江中部小金管バンドは一歩も引かず、ベス

トのパフォーマンスを出し切ってきました。 

   

  

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

メンバーと指導者、 
保護者会の努力に拍手 


